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英 語 聴 覚 能 力 の 一 傾 向
一一一L.L.にお け る調 査 か ら
根 本 慎
1は じ め に
外国語教育における音声面の重要性が説かれてから,かな りの年月が経過
(1)
してい る。視聴覚教 育 との関連 で言 うな らば,録 音機器 の発達 と構造主義言
語学を背景 と した 教授法理 論が 結びつけ られLanguageLaboratory(以下
L・L・と略)が 有効 な語学教 育の 一手段 と して用い られ て来た。 今 日一 般に
見 られ る タイプのL.L.が 最初 に出現 したのは,1946年,ア メ リカであ っ
た。 日本 においては,L・L・が導 入 され てか ら20年余が経過 し,現 在では,
(2)
どこにで も見 うけ られ る施設 とな っている。 しか し,民 間ベ ースで行なわれ
てい る機器 の改良,教 材の作成 を除 き,L・L・の使 用法 は,あ ま り変 ってい
ない よ うである。
(3)
本 稿 で は,本 学 のLL・ に お い て,「 日 本 人 学 生 の 為 の 英 語 聴 覚 テ ス ト」
(以 下 「聴 覚 テ ス ト」 と 略)を 使 用 して 実 施 した テ ス トの 結 果 を 分 析 し て 得
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られた本学学生の英語聴覚能力についての報告 と,
題点について若干の検討を行な うものである。
皿 聴 覚 に つ い て
「聴覚テス ト」作成の問
聴覚は一種の器械的エネルギーの変動の受容であ り,広い意味では,振 動
(4)
感覚の一種であると言えよう。 しか し,我 々が 日常行なっている音声による
伝達活動において,話 し手の発声器管により空気振動に変え られた言語音が
聞き手の聴覚機構によって認識される過程での聴覚能力の役割は十分説明で
きるまでには至っていない。現在,聴 覚について考え られているものには二
つの面がある。一方は,音 の受容であ り,他の一方は,音 の認知である。音
の受容を扱 う機構については,解 剖学や生理学によってある程度の知識が得
られている。 これに対 して,音 の認知については,い ろいろな音が感覚上 ど
のように経験 されているかを論ずる面で,実 験心理学 と関 りを持つ領域であ
(う)
る。 しか し,大脳における総合的音声認識過程の詳細については,心 理学的
に も神経生理学的にも不明の点が多い。現在のところ,言 語音声の認識過程
くの
については,仮 説や モデルに よる考 察が行 なわれ てい る段階 であ る。
言語音の認識 で も う一つ重要な ことは,識 別単位 の問題 であ る。人間 の記
憶容量 が有限であ ることか ら必然的 に有限量 の識別単位が考 え られ る。一 つ
には,音 素→単音→音節→単語→文 章 と,低 次の小さな識別単位か ら次第に
高次の大きな識別単位へ と進 んで行 き,各 レベルの固有 の文法(法 則)に よ
って前 段階で の識別 の不 明確 な部分 と誤 りを訂正 しなが ら言語音 の認識が行
なわれ てい く過 程が考え られ る。 これに対 して,知 覚 された言語音は,先 ず
統語構造や意味 な どの高次の レベルか ら判断 され,細 部 に関 しての情報 が必
(4)勝木保次 ・菅乃武男 「聴覚の生理」電気通信学会編 『聴覚と音声』(コロナ社,
昭和41年),p.1.
(5)P・B.DenesandE.N・Pinston,TheSpeechChain(Be11TelephoneLabo-
ratoriesIncorp。1963)・神山五郎 ・戸塚元吉訳 『話 しことばの科学』(東京大学
出版会,1966),p.73.
(6)中田和夫 ・杉本利考 「音声情報処理」r聴覚と音声』(コロナ社,昭和41年),
P.456.
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要なときにのみ,低 次の レベルで判断が行なわれているのではないか との考
(7)
えも提出されている。 しか し,前者は音声の面か らの知覚であ り,後者は統
語面か らの知覚 とい う異なった レベルのものである。我 々の言語活動にみ ら
れる音声面の情報が往 々に して不十分であることを考慮す るな らば,音 声面
と統語面の各々の側か らの認識を照合 し,一致 した時点で音声認識が完了す
ると考えることができよう。例えば,一 度知覚された不明な要素を持つ言語
音が一時記憶 され,他 の部門では,こ の言語音 と統語構造,意 味,文 脈な ど
の情報を もとに辞書項 目単位の配列が作 りあげ られる。 この配列は,音 韻規
則の適用を受けて音素連鎖に変換 されてか ら記憶 された音声 と照合され,両
者に満足すべき一致がみ られた時に,言 語音の理解が完了する,と い う考え
くの
である。今後,聴 覚機能が一層明らかにされ るならば,調 音の面か らの音声
分析の結果 とともに,音 声認識の仕組を更に解明す ることができよう。
皿 「聴 覚 テス ト」作成の背景
この 「聴覚テス ト」 作成の 基礎 と なったのは,ア メリカ構造主義言語学
の言語観 と,そ の理論を 応用 した 外国語教授法理論であった。 構造主義言
語学の 目指 したものは,未 知の言語を 分析 ・記述す ることによって,そ の
言語の有機的構璋を明らかに しようとするものであった。その方法論は,L・
Bloomfieldなどに よって提 出 されたが,そ の方法論 の厳正 さか ら,構 造 主
義言語学 は行 きづ ま りを見せ た。 しか し,そ の中で も,言 語音 の記述,特 に
音素論 においては著 しい業績 を残 した。音素 の概念 につ いては,Bloomfield
よ り以前に,E$apirに よって述べ られていた。 す なわ ち,言 語音には,
一定 の型があ り,そ の音声構造の型は ・ 日常使用 している うちにその調音法
と知覚が暗 タ裡 に習得 されてい るものであ る。 また,同 一 の音声 も異 な る言
くの
語 間 で は,そ の 構 造 上 の 価 値 が 異 な る か も 知 れ な い と い う考 え で あ る 。
㈹ 中 田和 男 ・杉 本 利 考,前 掲 書p.457,
(8)枡矢 好 弘 「音 声 言 語 の 知 覚 」 『英 語 学 』 第4号(開 拓社,1970),pp.4-5,
pp.18--19.
{g)E.Sapir,``SoundPatternsinLanguage,"Language(1925),p.48,p.51.
(84) 人 文 研 究 第44輯
構造主義言語学の 音素論の 成果は,外 国語教授法に大き く取 り入れ られ
た。外国語の運用能力を習得す る為の第一段階 と して,母 国語 と外国語の音
素 目録の比較によって,外 国語においては有意的な音の うち,母 国語の音体
系の中では識別 しに くい点を見出す ことが必要であった。更に外国語に特有
な限 られた数の音素結合やかぶせ音素を習得することによって,有 意味な音
(置o)
の流れを理 解で きると考 え られた。
この様 な主張の一 つの具体化が,R.LadoとR.D.Andradeによって作
成 された 「聴覚 テス ト」であ る。RLadoに よる 「聴覚 テス ト」 の説明文に
よるな らば,「聴 覚」 とは,音 声 の絶対的相異を聞 きわけ ることではな くて,
音素的な相異を聞 きわけ ることであ ると述べ てい る。 そ して,日 本人学生が
英 語の音組織に おけ る有意的対 立を どの程度 把握 しているかを テス トす るの
が,こ の 「聴覚 テス ト」の 目的 であ ると してい る。 この ことは,英 語 の音組
織 の習得度が,有 意的対立を聞 きわけ ることので きる能力が増加す ることに
(u)
よって示 され る とい うことを仮定 しているか らであ る。
IV「聴 覚テス ト」実施 におけ る留意点
「聴覚 テス ト」 の作成 にあた って,日 英両 国語(英 語 は一般 アメ リカ英語,
日本語 は東京方言を中心 と した もので,現 代 日本語 の標 準語 と見倣 され てい
るものを対象に してい ると推定 され る。)の音声 組織を 分析 して 得 られた音
素 目録 の比較が 先ず行なわれた。 それに基づいて 日本語 を 母国語 とす る者
が,英 語において有意的対立を なす音を どの程度習得 したかを測定す る為の
問題が作成 された。 それ故 このテス トは,い わゆ るHearingとしての意味
の理解 一AuralComPrehension一を測定す るものではない ことを考慮 して
お く必要があ る。 また,比 較に用 い られた 日英両 国語の音素 目録 も幾分妥協
を行な った ものであ り,そ の比較項 目も分節音素に限 られてい る。更に,比
較に よる全ての音素 とそ の異音を考 慮 した ものでは な く,日 英両 国語音素組
α①C.C.Fries,oメ》.cit.,pp.10-26.
ωR.LadoandRD.Andrade,op.cit.,PP.1-2,
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織の相異か ら主な困難点を指摘 したものである。 この 「聴覚テス ト」では,
音素 目録の比較に よる22の問題点 と子音結合に 関する問題点を3点 扱って
いる。25の問題点を含む問題が 同 じ順序で4回 繰返 されて,計100題か ら
(!2)
成 り,第1部,第2部,各50題 ずつに分け られ ている。 この 「聴覚 テス ト」
に含 まれてい る具体的 な聴覚上 の問題点 とな る音素は次の通 りである。
聴覚上の問題点一覧
1./r/,/d/及 び 無 気 音 の/t/と 混 同 され る/1/
2./iy/と 混 同 され る/i/
3./b/と 混 同 さ れ る/v/
4./uw/と 混 同 され る/u/
5.両 唇 子 音 の 前 以 外 の 音 節 の 終 りで/n/と 混 同 され る/m/
6./h/と 混 同 され る/f/
7./っ/と 混 同 さ れ る/e/
8./iy/ま た は/i/の 前 で/t/と 混 同 され る/6/
9.音 節 の 終 りで/η/と 混 同 され る/n/
lo./e/と 混 同 され る/i/
11.1iy/ま た は/i/の 前 で/9/と 混 同 され る/s/
12./a/と 混 同 さ れ る/o/
13.母 音 で 分 割 さ れ る子 音 と混 同 さ れ る 同 じ子 音 の 結 合
14./s/と 混 同 され る/θ/
15./iy/の 前 の/」/,ま た は/z/と 混 同 され る/d/
16.母 音 の 間 に お い て/η/と 混 同 さ れ る/g/
17./」/と 混 同 され る/δ/
18./」/と 混 同 さ れ る/z/
19./ae/と混 同 さ れ る/e/
働 この 「聴覚 テス ト」 の詳細 な内容検討に関 しては,高 嶋稔 「英語聴 覚 テス トの
検討」 『人文研究』第30輯(1965年)pp.77-91を参照 され た い.
(86)
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21.
22.
23.
24.
25.
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/d/と混同される/r/
母音で分割 される子音 と混同され る同 じ子音の結合
/iy/または/i/の前で/」/と混同される/Z/
/a/と混同され る 侮/
母音で分割 される子音 と混同される同 じ子音の結合'
/ae/と混同される/∂/
これ らの問題点が実際の問題 の中で,ど のように配列 されているかを知る
為に,100題の問題文か らテス トの中心点となる音素を表示す ると次のよう
になる。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
PartI
/r/一/r/一/1/
/iy/一/i/一/iy/
/b/一/v/一/b/
/UW/一/UW/一/U/
/m/一/n/一/m/
/h/一/f/一/f/
/つ/一/ae/一/e/
/t/一/こ/一/t/
/n/一/n/一/n/
/i/一/e/一/e/
/S/一/S/一/S/
/・/一/a/一/a/
/pi/一/pr/一/P/
/0/一/s/一/d/
/d/一/d/一/j/
/1〕/一/9/一/り/
/6/一/z/一/z/
/i/一/」/一/2/
/e/一/ee/一/e/
/d/一/d/一/r/
/vid/一/vid/一/vd/
/z/一/z/一/z/
PartII
1・/1/一/r/一/r/
2・/i/一/i/一/iy/
3・/b/一/v/-A)/
4・/iy/一/UW/一/U/
5・/m/一/o/一/功/
6./h/一/v/一/f/
7・/つ/一/つ/一/∂/
8・/こ/一/t/一/1…/
9・/n/一/n/一/り/
10・/e/一/e/一/e/
11・/§/一/S/一/9/
12・/o/一/a/一/a/
13・/嚢}/一/ミ～i/一/ミ～/
14・/θ/一/θ/一/θ/
15・/dz/一/z/一/z/
16・/9/一/9/一/勾/
17・/z/一/z/一/6/
18・/i/一/」/一/」/
19・/e/一一/ee/一/a∋/
20./d/一/r/一/d/
21・/s/一/si/一/si/
22・/」/一/」/一/z/
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23・/ee/一/ee/一/a/
24・/bl/一/bθ1/一/bel/
25・/o/一/ee/一/ee/
26./t/一/1/一/1/
27./i/一/i/一/i/
28・/b/一/b/一/v/
29・/u/一/ow/一/uw/
30・/呵 。/m/一/m/
31./h/一/f/一/h/
32・/つ/一/D/一/o/
33・/t/一/6/一/6/
34・/η/一/n/一 角/'
9
35・/i/一/e/一/i/
36。/s/一/§/一/首/
37●/θ/一/o/一/a/
38./d/一/d/一/dow/
39./s/一/0/一/0/
40./d/一/j/一/d/
41。/9/一/η/一/η/
42・/6/一/δ/一/6/
43・/i/一/j/一/2/
44・/e/一/ae/一/at/
45./d/一/d/一/r/
46・/rS/一/ros/-/rset/
47・/z/一/z/一/」/
48・/ae/一/a/一/a/
窪9・/・ ・】/一/Sl/一/・1/
50./εe/一/∈)/一/i/
(数字 は 問 題 の 番 号)
23・/ae/一/a/一/ee/
24・/sθk/一/sk/一/sk/
25./o/一/ne/一/ey/
26・/r/一/】/一/r/
27・/iy/一/i/一/j/
28・/v/一/v/一/b/
29・/u/一/uw/一/u/
30・/η/∴/η/一/n/
3L/f/一/f/一/h/
32・/o/一/o/一/つ/
33・/6/一/t/一/6/
34・/η/一/η/一/rp/
35・/i/一/e/一/e/
36・/s/一/s/一一/r/
37・/e/一/a/一/∂/
38・/P/一/pow/一/P/
39./0/一/0/一/s/
40・/d/一/」/一/j/
4L/1〕/一/9/一/9/
42・/6/一/δ/一/z/
43・/」/一/」/一/」/
44・/ne/一/e/一/ee/
45.ノd/一/r/一/d/
46・/sit/一/st/一/st/
4・7./z/一/」/一/d/
48・,/a/一/a/一/ae/
49・/sit/一/st/一/st/
50・/ae/一/∂/一/m/
(87)
上記に抽出された音素は,実 際の発話においては,あ る一定の環境を伴 っ
ている。その為,あ る音素の具体的音声特徴は環境によって大き く影響を う
ける。つ まり,一組の対立音素をテス トする場合にも,対 立の現われる環境
に より,識別の難易度が異なることが考え られ る。そこで,こ の 「聴覚テス
ト」の問題に含まれている発話の中で,識 別すべき音素にその環境を も加え
(88) 人 文 研 究、 第44輯
て表記すると次のようになる。(前 記の問題点となる音素表示 と同 じ順に示
した ものである。+は プラス連接,#は 二重十字連接,一 はそ こに1音 素が
あることを示 している。)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
PartI
/-Z+r⊃ 一/:/-Z+rJ-/:/-Z+b-/
/-u+1jyv#/:/-u+1iv#/:/-u+liyv#/
/-9+bee-/:/-e+vee-/:/一 ∂+bee-/
/十kuwd#/:/十kuwd#/:/十kud#/
/一 …£m十i-/:/一 ・岡 十i-/:/-atm十i-/
/-t十hiy-/:/-t十fiy-/:/一't十fiy_/
/十bJk-一/:/十beek-/:/十b∂k-/
/一 ∂十tiy-/:/-o十 こiy-/:/-o十tiy-/
/-inr十/:/-inr十/:/-iηr十/
/+bit#/:/+bet#/:/+bet#/
/-a十siy-/:/一 θ十sjy-/:/一∂十siy』/
/十pet#/:/十pat#/=/十pat#/
/-pi#/:/-pr#/:/一・P#/
/・-aee#/:/一一aes#/:/-eed#/
/-id十i-/:/-id十i-/:/-i乞i-/
/-eo十a-/:/-eg十a-/:/一 訓〕十a-/
/-OWδi-/:/一 っwzi-/:/-owzi-/
/-e2r#〃-ejr#/:/-eir#/
/+1eδ一/:/+励 一/:/+1eδ一/
/-edi-!:/-edi-/:!一eri-一/
/-vid#/:/-vjd#/:/-vd#/
/-eyzi-/:/-eyzi-/:/-eyzi-/
/+beek#!:/+beek#〃+bak#/
/十b】一/:/十bol-/:/十be】一/
/+ren+ノ:/+raen+/:/+reen+/
/-iti-〆=!-ili-/:/-ili-/
/十wik#/:/十wik#,/:/十wik#/
/-t+bOW-/:/-t+bOW-/:/-t+vow-/
/+ful-〃+f。wレ/:/+fuw1-/
/一 ・m#1:/-om#〃 一 ・m#/
亀
英 語 聴覚 能 力 の一 傾 向
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?ー
?
?
/十 〇十he-/:/十 〇十fe-/:/十e十he-/
!十t∂巧一/:/十tつ1〕一/:/十t∂1⊃一/
/-v十tjy-/:/-v十 こiy-/=/-v十eiy-/
/一一en十h-/:/-en十h-/:/一 θ1⊃十h-/
/十pin#/:/十pen#/:/十pin#/
/一 叶si-/:/-o+Si-/:/-n+Si-/
/+lgk#/:/+1∂k#/:/+lak#/
/-nd#/:/一nd#/:/-ndow#/
/-ey十so-/:/-ey十 θっ一/:/-ey十 〇っ一/
/-ndiy#/:/-njiy#/:/-ndiy#/
/-negi-一/:/-aeりj-/:/一一a∋gi-/
/-iy6i-一/:/-iy6i--1;/-iyδi-/
1-iy茗r十/:/-iyjr十/;/-iy老r十/
/十ben-/:/十bεen-/:/十been-/
/-edi-/:/-edj-/:/-eri-/
/一 つrs#/:!-ores#/:/一つrset#/
/-iy2i-!:/-iyzi-/:/-iyji-/
/+beet-/:/+bat-/:/+bat。/
/+s・+1-/:/+s】一/:/+s1-/
/十haet#/:/十het#/:/十hit#/
PartII
/-i】#/:/一な葬/:/-ir#/
/十bit十/:/十bit十/:/十biyt十/
/-eybr十/:/-eyvr十/=/-eybr十/
/+sit#/:/+suWt#/:/+sut#/
/-im十w-/:/-in十W・ 一/:/-iり十W-/
/-t十hey-/:/-t十vey-/:/-t十fey-/
/十k5t十/:/十kっt十/:/十kot十/
/十mae6#/:/十maet#/:/十maeこ#/
/-n十i-/:/一 θ11十i-/:/一θD十i-/
ノ+ten-〃+ten-一/:/+ten-/
/十 〇十siy十/:/十e十siy十/:/十〇十siy十/
/十kop十!:/十kap十/:!十kap十/
/-i§十S-/:/-i§i十S●一!:/一きi十S-/
/-UW十ei-/:/-UW十 θi-/:/-UW十 θi・r-/
(89)
(90)
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/-eydz#/:/-eyz葬/:./-eyz#/.＼
/一 つgi-/:/一つgi-/=/一〇ni-一/＼
/-iyzi-/:/-iyzi-/:/-iy6i〒/
/-iyZo-/:/一iyjo-/:/-iyje-/
/十ped-/:/十pa∋d-/:/十ped-/
/-eediy#/:/一一aeriy#/:/-aediy#/
/-ns十W-/:/-nsi十w-/:/-nsi十W-/
/-ey十jiy-/:/-ey十jiyF/:/-ey十Ziy」/
/十keep-一/:/十kap-/:/十katP-/
/一・sok-/:/-sk-/:/-sk-/
/十kap#/:/十k3ep#/:/十keyp#/・
/+kruw+/:/+kluw一ト/:/+kruw+/
/十hiy十iz十/:/十hiz十/:/十hiz十/'
/-aevz十/:/一・eevz十/:/一記bz十/
/-tud十/:/-tuwd十/:/Ltud十/
/-oη#/:/一鋤#/:/・-oカ#/、
/#fuwd十/:/#fuwd十/:/#huwd十ノ,
/十P∂n-/:/十pen-一/:/十Pつn-/
/-nt+§ 一/:/rnt+h-/:/-nt+h-/
/-orp#/:/一つ1〕#/:/-e勾#/
/+1in-/:/+1en-/:/+】en-/
/-ey十Siy-/:/-ey十Siy-/:/-ey十Siy-/
/十net十/:/十nat十/:/十not十/
/-P#/:/-P⊃w#/:/-P#/
/-i十 〇i-/:/-i十〇i-/:/-i十si-/
/十 〇十diy-/:/十 〇十jiy-/:/十〇十jiy-/
/-iηi-/:/-igi-/:/-igi-/
/-iy6十y-/:/-iy6十y-/:/-iyz十y-/幽
/-ejr#/:/-ejr#/:/-ejr葬/
/十beet-/:/十bet-/:/十beet-/
/-edi-/:/-eri・一/:/-edi-/
/-S十it#/:/-st#/:/一賦st#/℃'1
/-ozi-/:/-oji-/:・/-odi-/・
/十pad#/:/十pad#/:/十pded#ノ
/-sits#/:/-sts#/:/-sts#/"/
/十bヨet-/:/十bot-/=/十bagt-/
英 語聴 覚能 力 の一 傾 向 (91)
「聴覚テス ト」の実施法は,試 験官が,1問 題につ き,続 けて読み上げる
三つの発話について,そ の異同を 問 うものである。 今回は 回答処理 の関係
上,「聴覚テス ト」に示 されている回答の記入法を一部変更 した。回答欄は,
(13)
15問毎 に 新 しく作 りかえた。 なお,問 題文は 米 国人に よってあ らか じめ磁
気 テ ープに録音 され た ものを使用 した。
問 題 例A
1.lt,saboat
2.It,saboat
3.It,sacoat
「聴覚テス ト」に示 されている回答欄
AO
BO
CO
1>2v3
1>23v
123
問 題 例B
1.Iseethemist
2.ISeethemast
3.Iseethemist
今回使用の回答欄
A
?
?
?
0 1 2 3
(A,B,C… …`は各問題 を示 し1,2,3は,1問 題に対す る3つ の発話
の順 序を示す。0は,三 つの発話が異 なるgと を示す。)
V本 学昭和45年度 生に対す る
「聴覚 テス ト」 の実施 結果
本学昭和45年度新入生268人の うち,外 国人教師担当による 会話 ・英作
(14)
文 の クラス履習者222名に対 して 「聴覚テス トj一を実施 した。被験者 の回答
の中か ら110名分を無作為に抽 出 して集計 した このテス トの結果 は次表 の通
⑱ 回答記入法と回答欄の変更は,パ ンチカー ドの穿孔を容易にする為の一つの工
夫である.'
ω 昭和45年5月上旬実施.
(92)人 交 研 究 第44輯
(15)
りであ る。 なお,Spearman。Brown公式 に よって得 られた この 「聴覚 テス
ト」 の信頼度係数 は,0.899であ った。
(注)こ の表 の最上部で用 い られた文字 ・数字列 の各 々は,次 の諸点を略記
した ものであ る。
SEQ
ETC
SEITO
R-CORR
R-ERROR
SEITO欄の数 と同数の回答記入が正答
SEQ
PartI1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
〔1-2,1--3,2-3,1-2-3,0〕各 問 題 に つ い て の 回 答 記 入
状 況
採 点 不 能 また は 無 回 答
正 答 数
正 当 率
誤 答 率
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?ー
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
AURAL
2-31-2-3
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
PERCEPTlONTEST
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
ETCSEITOR-CORRR-ERROR
011
0108
03
0108
088
137
020
087
026
090
0106
069
0109
10,0090.00
98.181.82
2.7397.27
98.181.82
80.0020.00
33.6466.36
18.1881.82
79.0920.91
23.6476.36
81.8218.18
96.363.64
62.7337.27
99.090.91
⑯R.Lado,LanguageTesting(London:Longmans,1961),pp・335-339の 方
法 に 従 っ た.、
2r帰 __(Spearman-Brown公 式)rll=
(1十7品)
こ こで,rHは 次 のrxyか ら導 か れ る.
2._[DELxxγ 一(ΣxΣ(Σ乏コ塑L_一 一「A'Y齢
[N・ΣX2-(ΣX)2コ[N・Σy2-(Σy)2]
X… … 「聴 覚 テス ト」PartIの 素 点
y… … 「聴 覚 テ ス ト」PartIIの 素 点
1>…… 標 本数
rxy…2分 され た テ ス トの 素 点 に 関 す る相 関 係 数
rl1…テ ス ト全 体 の信 頼 度 係数
PartII
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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英 語 聴覚 能 力 の一 傾 向
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?
?
?
?。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
13.64
74.55
6.36
93.64
43.64
40.91
71.82
99.09
87.27
90.91
92.73
21.82
95.45
(93)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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?
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?
?
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?
?
?
?
?
?
86.36
25.45
93.64
6.36
56.36
59.09
28.18
0.91
12.73
9.09
7.27
78.18
4`.55
(94)
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?
?
この表か ら,各 問題に関する被験者全体の回答状況を推定す ることができ
ようpこ の表によると,テ ス トされた問題に対 して,高 い正答率を示す もの
が多y・ことである。 つ まり,100題中31題が90%以上の正答率を示 し,約
半数 の問題で70%以上の正答率を 示 している。 また,問 題順に よる誤答の
変化をみると,テ ス トの慣れによって後半に誤答率が減少す る傾向は見 られ
ない。高い誤答率を示す問題においては,三 つの発話を同一のものとして回
答す る傾向が強い。 これ らの問題では,対 立音素の識別が困難であることが
英 語聴 覚 能 力 の一 傾 向 (95)
わか る。 一方,三 つ の発話が 同 じ問題につ いての誤答率は,後 半 にな るに
つれ増 加 してい る。 次に前記 のテス ト結果 を もとに して,「 聴覚 テス ト」 に
お いて25の 問題 点が4回 繰返 して テス トされた場合に,被 験者 が示 した誤
答の状 況を示 したのが 次の誤 答表 である。25の 問題点が 繰返 された順序 を
A,B,C,Dで 示 した。 この表 の左端で縦に並 んだ1か ら25まで の数字
は,「聴 覚テス ト」で テス トさるべ き 問題 点に付 された 数 字 と同一で ある。
つ ま り,1のAは 、/r/一/r/一/1/,Bは/t/-/1/-/1/,cは/1/一/r/一/r/,
Dは/r/一/1/一/r/を示す ことになる。 この誤答表 に よる と,問 題1に 関す
るテス ト.で,1題誤答 したのは3名 であ り,2題 誤答 した被験者26人 の うち
AとCを 誤答 したのは10名 であ る。 また3題 誤答 した 被験者 のほ とん どほ
A,c,D(CDA)の3題 を誤答 し,A,B,C,Dの すべてを誤答 した
被験者は25名 であ る ことがわか る。
ER農O臓TABLEDERIVEDF臓OM△U臓△しPE臓CEPTIONTESτ
4-RIGHTG=羅盤G)(2一WRON呈R、GHT3-WR哩h、GHT
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)()4-WR・NG
A.BA.CA.DB.CB,DC.DAI3CBCDCDADAB
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「聴覚テス ト」によって得 られた上記二つの表か ら問題に対する被験者の
反応を知ることができる。 これ らの結果は教材の作成と指導に利用すること
ができる。誤答表 と個別問題の結果に よると,同 内容の問題について,4回
とも誤答することは少いようであるが,問 題点とその存在す る環境により誤
答の内容 も異なっているようである。全般に誤答率の低い問題点もいくつか
あるが,こ こでは特に誤答率の高いものを問題点別に検討 してみたい。被験
者が困難を示 したのは次の諸点である。
＼ 一
＼ ～ r r __
問 題 点 ＼ 一＼
/b/と混 同 され る/v/と」
の対立
/rみ!d/及び無気音 の/t/B
と混同される/1/
C/」/と 混同される/勿
D/a/と 混同される/θ/
音節 の終 りで 角/と 混 同E
される/n/
F/z/と 混 同され る/δ/
σ/h/と 混同される/f/
H/uw/と 混同される/u/
PartI
N司 誤 答 率
3197.27
281
11
84.55
90.00
・・1
181
33.64
73.64
431
121
73.82
37.27
371
gl
75.45
76.36
341
171
70.91
70.91
421
61
31i
41
20.91
63.36
22.73
1.82
29 71.82
PartII
????
??
?
??
28i
ll
85.45
86.36
261
18
83.64
80.91
43i
l21
47.27
78.18
371
gl
61.82
12.75
34i
17i
29.09
50.00
i4260.91
6i59・ ・9
31{
-L6・36
4{6.36
12gl63.64
*No.は 問題番号 を示す。
以上が問題点別にみた主な困難点である。音素 目録の比較か らも明 らかな
英 語 聴 覚 能 力 の 一 傾 向 (97)
ように,日 本語における摩擦音の欠如がこのテス ト結果に も困難点と して現
われている。 当初の予想 より誤答率の低かった問題点は/S/と/e/の対立
をテス トするもので,誤 答率は各 々次の通 りであった。
P。,t、!問 題1435・45%P。,t、 、1問 題1429・09%1
問 題397L82%1問 題3931.82%
PartIの問題14を 除 いて他 の3題 は語頭 におけ る対立を テス トす る もの
であ る。PartIIの問題2題 には語頭 にア クセン トがあ るのに対 し,PartI
の問題39で は,強 勢が置かれていないた めに 識別が困難であ った と考え ら
れ る。
学 生が 困難 を感 じた 問題 点A,B,Cで,誤 答 した もののほ とん ど全 ては
三つ の発話 を同一 の もの と判断 してい る。 これ は よ く強調 され ることである
が,英 語におけ る/v,b/の対立が 日本語ではその対立が な く1音 素/b/で
あ る とい うよ うに,英 語 の二つ以上 の音 素(も しくは音素連 結)が,日 本語
においてはそ の示 差的特徴が無 いか らであ る。Bに おいては,問 題点 と して
あ げ られなが ら,/d/と/1/の対立についてはテ ス トされ ていない。 これ と
関連 してputting-pudding-pulling,1atter-ladder,setting-selling,bidding-
billingなどの対比に 見 られ る 二つ 以上 の 音素 の異音がそ の示差 的特 徴を失
う場 合につ いて もテス トされ るべ きであった と考 える。Cに 関 して も,英 語
におけ る/dz/と/z/の 対立(e・g・beads-beeds,pleads-please,adds-as)
に見 られ るよ うに 日本語では示差 的特徴が無 いので,大 きな困難 となる。D
では,英 語に存在す る母音 の比較であ るが,問 題 点23で テス トされている
/a∋/と/a/の対 立 よ りも容 易である ようであ る。Hで は,/u/と/uw/の
対 立をテス トす る ものであるが,両 者 は同 じ環境に おいては,/uw/の 方が
長 く発音 されるのであ まり困難で はない。 しか し,対 立に/OW/,/UW/が
加わ ると誤答率が高 くなってい る。 更 に,PartIIの問題4で は/iy/が加
わ って いるが,音 声上 の長 さと音質 の差 がわか っていない と困難を感 ず るか
も知れ ない。
以上 が 「聴覚テ ス ト」 に よる主 な困難 点であ るが,他 の音素対立を も含 め
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て各音素の存在する環境や音素配列の違い,発 音の際に加わる諸特徴に より
聴覚の難易度が大きく異なることがわかる。なお,問 題中に三つの発話が同
一であるものが全体で10題あ り,回 答の組合せの釣合を 考えてのことであ
ろうが,あ まりに も機械的な操作ではないか と考え られる。
rvr聴 覚 テス ト」 に よる昭 和40年 度 生 と
昭 和45年 度 生 と の比 較
今回の 「聴覚テス ト」の結果を,本 学昭和40年度生が 入学直後に受けた
く　
同テス トの結果を比較 してみた。昭和40年度生と昭和45年度生の 「聴覚テ
ス ト」に よる誤答率 と問題数の分布は次のようになっている。
誤答率に対する問題数分布
誤 答 率 幅
0.00～9,99
10.00～19.99
20.00～29.99
30.00～39.99
40.00～49.99
50.00～59.99
60.00～69.99
70.00～79.99
80.00～89.99
90.00～99.99
問題数(40年度)
20
16
8
9
8
5
8
12
7
7
問題数(45年度)
31
12
9
9
6
4
6
10
8
5
昭和45年 度生が受けた 「聴覚 テス ト」 の各 問題 の誤答率を昭和40年 度生
の同テス トの結果 とを比較す ると次の よ うになっている。
誤答率が多 い もの100題 中18題
誤答 率が少 い もの100題 中82題
誤 答率に よる比較か らみ る と,昭 和45年 度 生の誤 答率は 概 して少 いが,
双方の主要 な困難点は 変 っていない。 誤答 率の違 いが ±5%未 満 の範囲 内
に全 問題数 の半数が含 まれてお り,誤 答率の違 い ±10%の範 囲内には,78
題が含 まれてい る。
⑱ 高嶋稔 前掲論交pp.92-95.
英 語 聴 覚 能 力 の 一 傾 向 (99)
W昭 和45年度 生入学後9ヵ 月経過後 の
「聴 覚 テス ト」か ら
昭和45年生で 前記の 「聴覚テス ト」被験者に対 して 入学9ケ 月後に再び
「聴覚テス ト」を実施 した。 このテス トの各問題誤答率を 入学時の結果 と比
較すると次のようになっている。
誤答率の増加 した もの34題
誤答率の変化 しなかったもの6題
誤答率の減少 した もの60題
昭和40年度生との比較の際に述べた ように,誤 答率の変化が ±5%未 満
の範囲に入る問題数が55題あ り,土10%未満の範囲内には82題が含まれて
いる。 この範囲内でも,聴 覚能力の変化の度合を計 り得 るか検討の余地があ
るが,全 体 として聴覚能力に大きな変化があるとは思われない。 しか し,45
年度に行なわれたL・Lで の実習は特に聴覚能力の向上を意図 したものだけ
ではな く,実習も学生の自発的参加に委ね られていた ことやLL・ を用いた
実習 ・指導法に改良の余地があることを考えるとき,こ の資料が通常考え ら
れているL.L・での実習効果 とは言えないであろ う。 このような中で,誤 答
率が全般的に減少 した ものは次の項 目であった。
12.
16。
19.
/a/と混 同 され る/O/
母音の間において/η/と 混同 され る/g/
/εe/と混 同され る/e/
皿 結 び
先に も述べ た通 り,こ の 「聴覚 テス ト」には,い くつ かの不備を指摘で き
るが,実 施 の面 で も次 の ような問題 点があげ られ る。
1)機 械 音を使用す ること。
2)NativeSpeakerであ って も 問題文 を作成 の 意図通 り読む ことが難か
しい場合 もあ る こと。
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3)回 答 の際,記 憶 に頼 ることが あ り,発 話の違 いを識別 できて も正 しく
回答で きない場合 も考え られ ること。
4)被 験者 の心理的 または外部的影響に よって,精 神的 集中度が異な る可
能性 があ ること。
「聴覚 テス ト」に おけ る 問題 点で,定 着 させ ることが 比較的 容易 な もの
と,非 常 に困難 な ものが見 られ るが,こ れ らの結果は,被 験者全体 または個
人別指導 の一つ の資料 と して用い られて こそ意味 を有す る。更に,こ のテス
トの結果 に現 われた困難点 を中心 と した新 しい"聴 覚 テス ト"作成 を今 後の
課題 と したい。
(1972.7.31)
